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人口と世帯 前月比 

男 	24 008 	(-43) 
女 	26 510 	（一 64) 
計 	50,518 	（一 1 0 7) 
世帯数 1 5. 3 I .1 	（十 7 3) 

(1月31日現在 住民基本台帳） 
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シンボルマーク 

採択された基本構想図 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
き
っ
と
お
役
に
立
ちま
す
。
 ”豊かで工］マンあふれる文化創造の 

拠点施設づくりをめざして” 

去る 2月21日、ホテル・サンルート五所川原で

圏民センターの「基本設計審でi三会」（会長・横ITi' 

満人建設省東北地方建設局営繕部長）が開かれ、 

東京の設計業者 3 社より提案された作品を慎重

かっ厳正な審査を行い、その結果、囲佐藤総合

計画の基本設計案が採択されました。 

施設の概要は、コンサートホール（1 .200人収

容）一音響効果を最優先に考え、ョーロッパの

コンサートホールて各主済iをなす 「シューボック

スタイプ」 を採用、 また、 音響設計については  

NHKの技術援助を予定していますー。．ふ、るさ

と交流ホール（500人収容）ー多目的小ホールと

して移，廿I式の椅子を備え、やすらぎと暖かさを

出すため津軽ヒバをできるだけ活用する予定。ま

た、両ホールの間には「フエア I)ーホール（妖精

広場）」と名イ寸けられたシンボル性の高い空間を

設けています。 この化l、美術展示室、 リハーサー 

ル室、子どもコーナー等が計画されています。 

今後は秋頃までに実地設計を完成させ、弓は

続きくい打ち工事に入り、平成 5 年度の完成を

目才旨しています。 

, 

平成 3年 
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採択された基本 構 想 図

NHKの技術援助を予定しています一。ふるさ

と交流ホール（500人収容）－多目的小ホールと

して移動式の椅子を備え、やすらぎと暖かさを

出すため津軽ヒバをできるだけ活用する予定。ま

た、両ホールの間にはrフェアリーホール(妖楯

広場)」と名付けられたシンボル性の高い空間を

設けています。この他、美術展示室、リハーサ

ル室、子どもコーナー等が計-画されています。

今後は秋頃までに実地設計を完成させ、引き

続きくい打ち工事に入り、平成5年度の完成を

目指しています。

“豊かでロマンあふれる文化創造の

拠点施設づくりをめざして”

去る2月21日、ホテルサンルート五所川原で

圏民センターの「基本設計･審査会」（会長・織田

満人建設省東北地方建設局営繕部長）が開かれ、

東京の設計業者3社より提案された作品を憾重

かつ厳正な審査を行い、その結果、㈱佐藤総合

計画の基本設計案力達採択されました。

施設の概要は、コンサートホール（1,200人収

容）一音響効果を最優先に考え、ヨーロッパの

コンサートホールで主流をなすrシューポック

スタイプ」を採用、また、音響設計･については
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（第731号）② 広報ごしょがわら 

所川原総合開発＝，一電喜 
審議委員を委嘱 

熱趣 
. 

ー二・ 	‘結什 

平成 3 年（1991年）3 月15日 

2
1世
紀
五
所
川
原
市
総合
開
発
計
画
を
審
議
 

五

世
紀
五
所
川
原
市
総
合

開
発
計
画
」
を
審
議
す
る
第
一

回
五
所
川
原
市
総
合
開
発
審
議

会
が
三
月
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
五
所
川
原
で
開
か
れ
ま

し
た
。
 

審
襲

云
には
委
員
、
市
の
担

当
者
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
し
、
 

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
か
ら
五

十
人
の
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委
 
 

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
会
長
に
川
口
亀

十
郎
五
所
川
原
商
工
会
識
所
会

頭
を
、
副
会
長
に
高
満
タ
力
市

連
合
婦
人
会
長
を
選
任
。
 

佐
々
木
市
長
が
「
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
予
測
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
お
り
、
将

来
を
見
越
し
た
行
政
の
総
合
的

な
推
進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
 
 

皆
さ
ん
に
は
、
数
あ
る
難
題
を

英
知
で
体
系
づ
け
、
よ
り
よ
い

施
策
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
審
議

会
の
組
織
と
運
営
方
針
、
総
合

開
発
計
画
の
骨
子
、
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。
 

市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
市

総
合
開
発
計
画
の
策
定
作
業
に

着
手
し
、
こ
れ
ま
で
2
1世
紀
市

民
会
議
地
域
災
A
、
中
央
集
会

な
ど
を
通
じ
、
一
干
一
世
紀
に

向
け
た
街
づ
く
り
に
関
す
る
意

見

・
提
言
が
各
界
各
層
か
ら
畠

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
声
を

も
と
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
共

体
的
な
計
画
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
 

ま
た
同
審
襲

〈
には
、「生
涯

生
活
」
「生
涯
健
康
」
「生
涯
教
育
」
 

「生
涯
福
祉
」
の
四
政
策
部
会

が
設
け
ら
れ
、
今
後
、
各
部
会

や
審
議
会
で
審
議

・
検
討
を
重

ね
、
十
二
月
を
め
ど
に
計
画
を

と
り
ま
と
め
す
る
予
定
で
す
。
 

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 

▽
市
臓
会
廿
山
口
徳
二
、
長
谷

川
滑
勝
、
山
田
誠
紀
、
吉
岡
浩
、
 

泉
谷
正
志
▽
教
〈
墨
員
会
・
阿

部
祥
五号

農
業
委
員
会
甘
木
村

洋
吉
▽
公
共
団
体
等
役
員
甘
成

田
守
、
川
口
亀
十
郎
、
中
谷
惣

四
郎
、
対
馬
勉
、
太
田
晴
也

▽
学
識
経
験
者
廿
戸
深

一
光
、
 

福
山
正
隆
、
相
津
順
一
、
上
田

敏
雄
、
天
内
義
秋
、
成
田
弘
三
、
 

山
内
政
、
対
馬
昭
幸
、
佐
藤
洋

三
、
田
中
和
弘
、佐
々
木
友
宣
、
 

千
葉
勝
贋
、
敦
賀
喜
久
蔵
、
鶴

谷
禄
郎
、
小
山
田
鳳
隆
、
尾
崎

正
雄
、
小
林
清
蔵
、
山
谷
清
、
 

小
田
桐
美
喜
雄
、中
村
伸
太
郎
、
 

平
泉
友
弘
、
菅
野
義
之
、
三
和

満
、
今
村
謙
、
渡
辺
洋
一
、
藤

田
慶
造
、
白
木
省
司
、
鎌
田
嘉

兵
衛
、
川
村
恒
儀
、木
村
登
吉
、
 

加
納
金
作
、
高
満
タ
カ
、
長
沢

京
子
、
原
芳
江
、
藤
森
健
悦
、
 

気
田
勝
治
、
丸
海
老
祐
造
、
笹

昭
夫
 

審臓会風景 

交通災害共済に家族そろって加入しましよう 
会費】1人年間350円 

⑥ただいま予約受付中 

※詳しくは、市役所市民課交通防犯対策室（ff⑩21 11番内線280番）まで 
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「
型
世
紀
五
所
川
原
市
総
合

開
発
計
画
」
を
審
議
す
る
第
一

回
五
所
川
原
市
総
合
開
発
審
議

会
が
三
月
一
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ル
ー
ト
五
所
川
原
で
開
か
れ
ま

し
た
。

審
議
会
に
は
委
員
、
市
の
担

当
者
な
ど
約
七
十
人
が
出
席
し
、

は
じ
め
に
佐
々
木
市
長
か
ら
五

十
人
の
委
員
一
人
ひ
と
り
に
委

一

創
世
紀
五
所
川
原
市
総
合
開
発
計
画
を
審
議

一
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嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
長
に
川
口
亀

十
郎
五
所
川
原
商
工
会
議
所
会

頭
を
、
副
会
長
に
高
満
タ
カ
市

連
合
婦
人
会
長
を
選
任
。

佐
々
木
市
長
が
「
市
を
取
り

巻
く
環
境
は
予
測
を
上
回
る
ス

ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
お
り
、
将

来
を
見
越
し
た
行
政
の
総
合
的

な
推
進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
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fô L.五言
審議会風景

皆
さ
ん
に
は
、
数
あ
る
難
題
を

英
知
で
体
系
づ
け
、
よ
り
よ
い

施
策
を
つ
く
り
だ
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
事
務
局
か
ら
審
識

会
の
組
織
と
運
営
方
針
、
総
合

開
発
計
画
の
骨
子
、
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

市
で
は
、
平
成
元
年
か
ら
市

総
合
開
発
計
画
の
策
定
作
業
に

着
手
し
、
こ
れ
ま
で
幻
世
紀
市

民
会
議
地
域
集
会
、
中
央
集
会

な
ど
を
通
じ
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
街
づ
く
り
に
関
す
る
意

見
・
提
言
が
各
界
各
廟
か
ら
出

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
声
を

も
と
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
具

体
的
な
計
画
作
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

ま
た
同
審
識
会
に
は
、
「
生
涯

生
活
」
「
生
涯
健
康
」
「
生
涯
教
育
」

「
生
涯
福
祉
」
の
四
政
策
部
会

が
設
け
ら
れ
、
今
後
、
各
部
会

や
審
議
会
で
審
議
・
検
討
を
重

ね
、
十
二
月
を
め
ど
に
計
画
を

と
り
ま
と
め
す
る
予
定
で
す
。

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

『

（
敬
称
略
）

マ
市
議
会
Ｉ
山
口
徳
二
、
長
谷

川
清
勝
、
山
田
誠
紀
、
吉
岡
浩
、

泉
谷
正
志
ワ
教
育
委
員
会
Ｉ
阿

部
祥
吾
マ
農
業
委
員
会
Ⅱ
木
村

洋
吉
▽
公
共
団
体
等
役
員
Ｉ
成

田
守
、
川
口
亀
十
郎
、
中
谷
惣

四
郎
、
対
馬
勉
、
太
田
晴
也

▽
学
識
経
験
者
１
戸
葎
一
光
、

福
山
正
隆
、
相
鐸
順
一
、
上
田

敏
雄
、
天
内
義
秋
、
成
田
弘
三
、

山
内
政
、
対
馬
昭
幸
、
佐
藤
洋

三
、
田
中
和
弘
、
佐
々
木
友
宣
、

千
葉
勝
魔
、
敦
賀
喜
久
蔵
、
鶴

谷
禄
郎
、
小
山
田
鳳
隆
、
尾
崎

正
雄
、
小
林
請
蔽
、
山
谷
清
、

小
田
桐
美
喜
雄
、
中
村
伸
太
郎
、

平
泉
友
弘
、
菅
野
義
之
、
三
和

満
、
今
村
謙
、
渡
辺
洋
一
、
藤

田
慶
造
、
白
木
省
司
、
鎌
田
嘉

兵
術
、
川
村
恒
鮫
、
木
村
登
吉
、

加
納
金
作
、
高
満
タ
カ
、
長
沢

京
子
、
原
芳
江
、
藤
森
健
悦
、

気
田
勝
治
、
丸
海
老
祐
造
、
笹

昭
夫

交通災害共済に家族そろって加入しましょう
会費：1人年間350円

◎ただいま予約受付中

※詳しくは、市役所市民課交通防犯対策室（壷⑮2111番内線280番）まで
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科
学
・
技
術
系
の
大
学
誘
致
を
目
指
す
 

去
る
三
月
ニ
日
、
五
所
川
原

市
大
学
等
誘
致
懇
談
会
の
初
会

合
が
市
長
公
室
で
開
か
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
懇
談
会
は
、
大
学
等
の

誘
致
に
関
し
、
情
報
収
集
及
び

調
査
活
動
査
行
い
、関
係
機
関
・

団
体
と
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、
 

大
学
等
誘
致
の
円
滑
な
推
進
を
 
 

図
る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
す
。
 

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐

々
木
市
長
が
委
員
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
会
長
に
穴
山
武

八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
長
、
 

会
長
代
理
に
葛
西
瑛
子
県
教
育

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
 

穴
山
会
長
は
「
青
森
県
の
潜

在
的
な
可
能
性
を
引
き
出
し
、
 
 

五
所
川
原
市
に
大
学
等
を
誘
致

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
頑
張

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

続
い
て
、佐
々
木
市
長
が
「街

づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
を
市

政
の
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、
 

市
民
の
悲
願
で
あ
る
大
学
誘
致

実
現
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
 

情
報
交
換
で
は
、
戸
湿
委
員

が
「
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
の
現
状
と
将
来
」
、穴
山
会
長

が
「技
術
科
学
大
学
に
つ
い
て
」
、
 

辻
委
員
が
 
「リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

構
想
に
つ
い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ

報
告
し
、
質
疑
応
答
を
行
い
①

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
の

四
年
制
移
行
②
大
学
院
レ
ベ
ル

の
技
術
科
学
夫
学
の
設
置
③
青

函
地
城
産
業
交
流
拠
点
形
成
の

た
め
の
人
材
育
成
機
関
設
置
④

青
函
ハ
イ
テ
ク
ベ
ル
ト
の
中
核

と
な
る
「
青
函
リ
サ
ー
チ
パ

ー
 

ク
」
（
研究
所
団
地
）
誘
致
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
懇
談
会
の
中
に
小
委
 
 

員
会
を
設
置
し
、
実
務
的
な
内

容
を
討
議
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

委
員
長
に
辻
委
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
 さ
ら
に
、
東
野
修
治
弘

大
学
長
、
松
本
作
衛
農
林
漁
業

金
融
公
庫
総
裁
、
宮
地
茂
福
山

大
学
長
を
懇
襲

A
顧
問
に
委
嘱

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
 

会
長
、
会
長
代
理
を
除
く
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

岩
測
義
弘
（
東
奥
日
報
社
社

長
）
、川
口
亀
十
郎
（
2
1世
紀
市

民
会
議
中
央
製

〈
会長
）
佐
々

木
透
（
県
企
画
部
長
）
、下
山
徳

弘
（
陸
奥
新
報
社
社
長
）
、関
消

秀
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
、
 

高
橋
昭
夫
（
墓
皐
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
社
長
）
、辻
茂
（
青
函
イ
ン
タ
 

ー
プ
ロ
ッ
ク
推
進
協
議
会
委
員
）
、
 

手
代
木
渉
（
弘
大
理
学
部
長
）
、
 

戸
浄
一
光

（
青森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
長
）
、戸
部
栄
一
（
八

戸
工
業
大
学
助
教
授
）
、成
田
佐

太
郎

（
県
町村
会
長
）
、三
重
貢
 

（北
郡
町
村
会
長
）
、山
口
徳
一
一
 

（市
識
会
繊
長
）
、山
本
和
夫
（
実

業
之
日
本
社
参
与
痛
集
部
長
）
「
 

山
本
雅
幸
（
日
立
東
部
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
社
長
）
、渡
辺
洋
一
（津

軽
東
芝
音
響
社
長
）
 

教
育
振
興
会
へ
 

五
万
八
千
余
円
 

ソ

ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
 

五
所
川
原
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
K
ト
五
所

川
原
（
蒔
田
恵
智
柔
A
長
）
で

は
ニ
月
二
十
八
日
、教
育
の
振

興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
 

卿
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

五
万
八
千
四
百
七
十
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会
の
新
矢
本
に

お
け
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売
上

金
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
蒔
田
会
長
と
大

村
光
子
さ
ん
が
教
育
委
員
会
を

訪
れ
、
釜
落
教
育
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。
 

釜
落
教
育
長
（
左
）に
手

渡
す
蒔
田
会
長
（右
）
 

大学誘致について情報交換が行われた懇談会 
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去
る
三
月
二
日
、
五
所
川
原

市
大
学
等
誘
致
懇
談
会
の
初
会

合
が
市
長
公
室
で
開
か
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
や
情
報
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
大
学
等
の

誘
致
に
関
し
、
情
報
収
集
及
び

調
査
活
動
を
行
い
、
関
係
機
関
．

団
体
と
の
協
力
体
制
を
確
立
し
、

大
学
等
鋳
致
の
円
滑
な
推
進
を

科
学
・
技
術
系
の
大
学
誘
致
を
目
指
す

四
一

■

。

】
■

勺09

一
一 図

る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
す
。

懇
談
会
で
は
、
は
じ
め
に
佐

々
木
市
長
が
委
員
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
長
に
穴
山
武

八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校
長
、

会
長
代
理
に
葛
西
瑛
子
県
教
育

委
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

穴
山
会
長
は
「
青
森
県
の
潜

在
的
な
可
能
性
を
引
き
出
し
、

、

L

E」

■
‐

ー

大学誘致について情報交換が行われた懇談会

五
所
川
原
市
に
大
学
等
を
誘
致

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
頑
張

り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

続
い
て
、
佐
々
木
市
長
が
「
街

づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
を
市

政
の
基
本
理
念
と
し
て
お
り
、

市
民
の
悲
願
で
あ
る
大
学
誘
致

実
現
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
指

導
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
あ
と
、
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
で
は
、
戸
鐸
委
員

が
「
青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学

校
の
現
状
と
将
来
」
、
穴
山
会
長

が
「
技
術
科
学
大
学
に
つ
い
て
」
、

辻
委
員
が
「
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

構
想
に
つ
い
て
」
を
そ
れ
ぞ
れ

報
告
し
、
残
疑
応
答
を
行
い
①

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
の

四
年
制
移
行
②
大
学
院
レ
ベ
ル

の
技
術
科
学
大
学
の
設
澄
③
青

函
地
域
産
業
交
流
拠
点
形
成
の

た
め
の
人
材
育
成
機
関
設
識
④

青
函
ハ
イ
テ
ク
ベ
ル
ト
の
中
核

と
な
る
「
青
函
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
」
（
研
究
所
団
地
）
誘
致
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
談
会
の
中
に
小
委

一
」

員
会
を
設
置
し
、
実
務
的
な
内

容
を
討
議
す
る
こ
と
に
な
り
、

委
員
長
に
辻
委
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
東
野
修
治
弘

大
学
長
、
松
本
作
衛
農
林
漁
業

金
融
公
庫
総
裁
、
宮
地
茂
福
山

大
学
長
を
懇
談
会
顧
問
に
委
嘱

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

会
長
、
会
長
代
理
を
除
く
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

岩
測
義
弘
（
束
奥
日
報
社
社

長
天
川
ロ
亀
十
郎
（
型
世
紀
市

民
会
織
中
央
集
〈
云
云
長
）
佐
々

木
透
（
県
企
画
部
長
武
下
山
徳

弘
（
陸
奥
新
報
社
社
長
音
関
清

秀
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
、

高
橋
昭
夫
（
東
京
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
社
長
）
、
辻
茂
（
青
函
イ
ン
タ

ー
ブ
ロ
ッ
ク
推
進
協
議
会
委
員
）
、

手
代
木
渉
（
弘
大
理
学
部
長
）
、

戸
葎
一
光
（
青
森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
長
）
、
戸
部
栄
一
（
八

戸
工
業
大
学
助
教
還
、
成
田
佐

太
郎
（
県
町
村
会
長
）
、
三
重
貢

（
北
郡
町
村
会
長
式
山
口
徳
二

（
市
識
会
識
長
『
山
本
和
夫
（
実

業
之
日
本
社
参
与
・
編
集
部
長
）
、

山
本
雅
幸
（
日
立
東
部
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
社
長
）
、
渡
辺
洋
一
（
津

軽
東
芝
音
響
社
長
）

嚇
1

jL

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所

川
原
（
蒔
田
恵
智
子
会
長
）
で

は
二
月
二
十
八
日
、
教
育
の
振

興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、

伽
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ

五
万
八
千
四
百
七
十
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
会
の
新
年
会
に

お
け
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
売
上

金
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
蒔
田
会
長
と
大

村
光
子
さ
ん
が
教
育
委
員
会
を

訪
れ
、
釜
惹
教
育
長
に
手
渡
し

ま
し
た
。

釜
蓋
教
育
長
（
左
）
に
手

渡
す
蒔
田
会
長
（
右
）

教
育
振
興
会
へ

五
万
八
千
余
円

の ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

五
所
川
原

■
誠
一
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日東樹脂工業脚で 

日本電装脚西尾製作所で 

脚豊田自動織機製作所で 

日野自動車工業脚で 

日立金属(1*)熊谷工場で 

体
に

』
丸
を
つ
け

て
頑

張

D
r！ク
隻
郵『
奮H
 

お
H
訊
糾
「n。巨
二
f
l耐
勲
耀
峨
稼
爵蜜
飢
離
鵬
励
務
 

佐
々
木
市
長
は
二月
十
一
百

か
ら
三
日
間
の
日程
で
神
奈
川
・

横
浜
市
な
ど
五
か
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問す
る
と
と
も
に
、
 

就
労
先
の
会
社
に
対
し
、五
所

川
原
市
へ
の
工
場
進
出
を働
き

か
け
ま
し
た
。
 

初
日
の
十
一
百
は
、横
浜
市

の
日
東
樹
脂
工
業
囲
（
業
種
・

ア
ク
リ
ル
樹
脂
等
製
造
、
地
元

出
稼
ぎ
者
十
八
名
）
と
墓
界
都

日
野
市
の
日
野
自
動
車
工
業
囲
 

（
トラ
ッ
ク
製
造
、
地
元
出
稼
 
 

ぎ
者
五
名
）
を
訪
問
。
 

日
東
樹
脂
工
業
囲
で
は
、
斉

藤
正
砥
同
社
参与
か
ら
会
社
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
佐
々
木

市
長
が
、
市
の
漆
川
工
業
団
地

や
高
度
技
術
に
対
応
し
た
実
践

技
術
者
の
養
成
校
で
あ
る
青
森

職
業
訓
練
短
大
の
状
況
、
さ
ら

に
平
成
三
年
度
か
ら
「
津
軽
自

動
車
道
」
が本
格
着
工
さ
れ
る
な

ど
高
速
交
通
体
系
の
整
備
も
進

ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
本

市
へ
の
工場
進
出
を
働
き
か
け
 
 

ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
佐
々
木
市
長
は
、
 

地
元
出
稼
ぎ
者
五
名
と
懇
談
。
 

出
稼
者
か
ら
は
「
五
所
川
原

の
雪
の
状
況
は
どう
か
」
等
、
 

留
守
家
庭
を
気
遺
う
多
く
の
質

問
が
出
ま
し
た
。
 

市
長
か
ら
「
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
仕
事
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
さ
れま
し
た
。
 

十
三
日
以降
の
訪
間
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

Y

一月
十
三
日
 
埼
玉

・
熊
谷
 
 

市
 
日
立
金属
囲
熊
谷
工場
（
業

種
各
種
高
級
磁
石
等
製
造
）
地

元
出
稼
ぎ
者
十
一
名
 

Y

一月
十
四
日
午
前
 
愛
知
・

刈
谷
市
 
日
本
電
装
脚
西
尾
製

作
所
（
業
種
自
動
車
の
エ
ア
コ

ン
製
造
）
地
元
出
稼
ぎ者
三
十

一
一名
 

マ
同
日
午後
 
同
 
囲
豊
田
自

動
織
機
製
作
所
（
業種
ェ
ン
ジ

ン
パ
ワ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
製
造
）
地
元出

稼
ぎ
者
十
五
名
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佐
々
木
市
長
は
二
月
十
二
日

か
ら
三
日
間
の
日
程
で
神
奈
川
・

繊
浜
市
な
ど
五
か
所
の
出
稼
ぎ

先
を
激
励
訪
問
す
る
と
と
も
に
、

就
労
先
の
会
社
に
対
し
、
五
所

川
原
市
へ
の
工
場
進
出
を
働
き

か
け
ま
し
た
。

初
日
の
十
二
日
は
、
検
浜
市

の
日
東
樹
脂
工
業
㈱
（
業
種
・

ア
ク
リ
ル
樹
脂
等
製
造
、
地
元

出
稼
ぎ
者
十
八
名
）
と
東
京
都

日
野
市
の
日
野
自
動
車
工
業
㈱

（
ト
ラ
ッ
ク
製
造
、
地
元
出
稼

鐸
溌
燐
舞
窃
剰
魁
影
ｆ
帥
那
＃
か
癖
駁
理
揮
釣
郡
塗
…

ｊ
ｌ
ｕ
８
■
■
■
■
１
１
１
月
■
｜
■
画
ｌ
ｐ
９
■
Ｉ
１
Ｉ
ｊ
８
Ｌ
』

ぎ
者
五
名
）
を
訪
問
。

日
東
樹
脂
工
業
㈱
で
は
、
斉

藤
正
砥
同
社
参
与
か
ら
会
社
の

説
明
を
受
け
た
あ
と
、
佐
々
木

市
長
が
、
市
の
漆
川
工
業
団
地

や
高
度
技
術
に
対
応
し
た
実
践

技
術
者
の
養
成
校
で
あ
る
青
森

職
業
訓
練
短
大
の
状
況
、
さ
ら

に
平
成
三
年
度
か
ら
「
津
軽
自

動
車
道
」
が
本
格
着
工
さ
れ
る
な

ど
高
速
交
通
体
系
の
整
備
も
進

ん
で
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
本

市
へ
の
工
場
進
出
を
働
き
か
け

』

可

､－1▼ L :；
℃

j
F

11

日野自動車工業㈱で

I

一

｢、

7ゲ
＆

畷 ま
し
た
。

こ
の
後
、
佐
々
木
市
長
は
、

地
元
出
稼
ぎ
者
五
名
と
懇
談
。

出
稼
者
か
ら
は
「
五
所
川
原

の
雪
の
状
況
は
ど
う
か
」
等
、

留
守
家
庭
を
気
遣
う
多
く
の
質

問
が
出
ま
し
た
。

市
長
か
ら
「
健
康
に
気
を
つ

け
て
、
仕
事
に
励
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

十
三
日
以
降
の
訪
問
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▽
二
月
十
三
日
埼
玉
・
熊
谷

I

L

日立金属㈱熊谷工場で

露
皇‘

I
ご

市
日
立
金
属
㈱
熊
谷
工
場
（
業

種
各
種
高
級
磁
石
等
製
造
）
地

元
出
稼
ぎ
者
十
一
名

▽
二
月
十
四
日
午
前
愛
知
・

刈
谷
市
日
本
電
装
㈱
西
尾
製

作
所
（
業
種
自
動
車
の
エ
ア
コ

ン
製
造
）
地
元
出
稼
ぎ
者
三
十

二
名

▽
同
日
午
後
同
㈱
豊
田
自

動
織
機
製
作
所
（
業
種
エ
ン
ジ

ン
パ
ワ
ー
、
エ
ア
コ
ン
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
等
製
造
）
地
元
出

稼
ぎ
者
十
五
名

一
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薫難臓麟鷺舞驚 
―学校薬剤師会ー 

小山内助役（左）に目録を手渡す葛西代表（右） 

佐々木市長（左）に手渡す良い子達 

舞麟鷺襲1.麟鷲贈 
ー三園の良い子達が贈る― 

2 

~ 

津軽野、長橋、 さかえ保育園の良い子・達 6 人

は 3 月1日、社会福祉：基金に役立ててください

と102,200円を寄付・、渋谷とく・さかえ保育園園

長とともに市役所を訪れ、佐々木市長に手渡し

ました。 これは 2 月24日、市民文化会館ホール

で開いた、  3園合同の第 5 回三園合同チャ I)テ

ィー音楽発表会での収益金を」憎ったものです。 

コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
に
よ
る
市
の
 

「住
民
記
録
ォ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
」
が
三
月
四
日
か
ら
始
動

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
本
庁
、
各
支

所
の
区
別
な
く
住
民
票
が
と
れ

る
な
ど
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
 

運
用
に
先
立
ち
、
こ
の
日
午

前
八
時
十
分
か
ら
関
係
者
約
六

十
人
が
出
席
し
、
市
民
課
窓
口
 
 

で
始
動
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

佐
々
木
市
長
が
「
住
民
記
録

業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ

て
当
市
の
行
政
事
務
の
効
率
化
、
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
は
か

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
急
テ
ン
ポ
に
進
展

す
る
技
術
革
新
と
高
度
情
報
化

社
会
に
対
処
し
て
い
き
た
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
佐
々
木
 
 

市
長
、
山
口
徳
二
市
議
会
議
長
、
 

長
谷
川
清
勝
市
襲
〈
総
務
常
任

委
員
長
、
吉
岡
浩
民
生
常
任
委
 

1
1長
、
佐
野
昭
日
立
製
作
所
東

北
シ
ス
テ
ム
部
長
、
市
民
代
表

の
福
士
孝
一
さ
ん
、
マ
チ
エ
さ

ん
ご
夫
妻

（岩
木
町
）
の
八
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

た
。
 

「
」
の
あと
、
佐
々
木
市
長
と

山
口
議
長
が
端
末
機
の
キ
ー
を

押
す
と
、
間
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
住
民
票
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
運
用
が
始
ま
っ
た
の

は
、
住
民
票
発
行
、
異
動
処
理

な
ど
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る

電
算
事
務
と
本
庁
・
支
所
間
に

ま
た
が
る
業
務
の
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
処
理
で
す
。
 

市
で
は
、
今
後
、
国
民
年
金

や
国
民
健
康
保
険
、
印
鑑
登
録

な
ど
も
電
算
化
さ
せ
る
な
ど
、
 

事
務
の
効
率
化
を
図
る
予
定
で
 

J
9
 

五所川原市学校薬剤("Ii会（葛西昭雄代表）は 

2 月19日、学校の保健業務に役立ててください

と電子血圧計23台を市に寄」憎し、葛西代表が市

役所を訪れ、小山内助役に目録を手渡しました。 

市では、各小、中学校に配置し、保健業務に

役立てることにしでいます。 

住民記録オンラインシステムの始動を行う佐々木市長 
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
市
の

径
民
記
録
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
」
が
三
月
四
日
か
ら
始
動

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
庁
、
各
支

所
の
区
別
な
く
住
民
票
が
と
れ

る
な
ど
大
変
便
利
に
な
り
ま
し

た
。

運
用
に
先
立
ち
、
こ
の
日
午

前
八
時
十
分
か
ら
関
係
者
約
六

十
人
が
出
席
し
、
市
民
課
窓
口

住
民オ

雲
で
始
動
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

佐
々
木
市
長
が
侭
民
記
録

業
務
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
っ

て
当
市
の
行
政
事
務
の
効
率
化
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
は
か

れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
急
テ
ン
ポ
に
進
展

す
る
技
術
革
新
と
高
度
情
報
化

社
会
に
対
処
し
て
い
き
た
ど

と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
佐
々
木

己
、
Ｈ
、
山

Ｆ
、
Ｆ
側
阜
二
匹
型
ｑ
Ｐ
Ｇ
ｑ
〃
、
尾

，
ｊ
ｄ

住民記録オンラインシステムの始動を行う佐々木市長 F~訂
1■

Ｊ
』
、
ザ
Ｌ
、
』
Ｌ
皿

§
…
〕
：
§
、
扇
：
、

：市
長
、
山
口
徳
二
市
議
会
議
長
、

長
谷
川
清
勝
市
議
会
総
務
常
任

委
員
長
、
吉
岡
浩
民
生
常
任
委

員
長
、
佐
野
昭
日
立
製
作
所
東

北
シ
ス
テ
ム
部
長
、
市
民
代
表

の
福
士
孝
一
さ
ん
、
マ
チ
ヱ
さ

ん
ご
夫
妻
（
岩
木
町
）
の
八
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
あ
と
、
佐
々
木
市
長
と

山
口
識
長
が
端
末
機
の
キ
ー
を

押
す
と
、
間
も
な
く
そ
れ
ぞ
れ

の
住
民
票
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
運
用
が
始
ま
っ
た
の

は
、
住
民
票
発
行
、
異
動
処
理

な
ど
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る

電
算
事
務
と
本
庁
・
支
所
間
に

ま
た
が
る
業
務
の
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
処
理
で
す
。

市
で
は
、
今
後
、
国
民
年
金

や
国
民
健
康
保
険
、
印
鑑
登
録

な
ど
も
電
算
化
さ
せ
る
な
ど
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
予
定
で

す
。
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小山内助役(左)に目録を手渡す葛西代表(右）、
●
画
、

津軽野、長橘、さかえ保育園の良い子達6人

は3月1日、社会福祉基金に役立ててください

と102,200円を寄付、渋谷とく．さかえ保育園園

長とともに市役所を訪れ、佐々木市長に手渡し

ました。これは2月24日、市民文化会館ホール

で開いた、3園合同の第5回三園合同チャリテ

ィー音楽発表会での収益金をl潜ったものです。

〈

Ｉ
。

五所ﾉII原市学校薬剤師会（葛西昭雄代表）ば

2月19日、学校の1呆健業務に役立ててください

と電子血圧計23台を市に寄贈し、葛西代表が市

役所を訪れ、小山内助役に目録を手渡しました。

市では、各小、中学校に配置し、保健業務に

役立てることにしています。
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〈
▼
、

▼
貼

田

《



＠
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

▽
年
齢
要
件
 
昭
和
四
十
六
年

四
月
八
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
。
 

マ
住
所
要
件
 
平
成
一
一年
十
一
一

月
二
十
八
日
以
前
に住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。
 

▽
市
内
転
居
者
 
0
平
成
三
年

三
月
三
日
以
前
に
転
居
し
た

方
は
新
し
い
住
所
の
投
票
所

で
す
。
〇
平
成
三
年
三
月
四

日
以
後
に
転
居
し
た
方
は
前

住
所
の
投
票
所
で
す
。
 

▽
県
内
転
出
者
 
当
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
県
内
の
他
市
町
村
に
住

所
を
移
し
た
場
合
、
三
か
月

の
住
所
要
件
を
み
た
さ
な
い

時
は
当
市
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は

現
住
所
地
の
居
住
証
明
書
が

必
要
で
す
。
 

＠
不
在
者
投
票
 

▽
該
当
す
る
方
 
投
票
日
当
日
、
 

や
む
を
え
な
い
事
情

（
出張
、
 

団
体
旅
行
、
出
稼
ぎ
、
入
院
、
 

出
産
予
定
者
等
）
で
不
在
に

な
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
出

て
い
る
方
。（不
在
者
投
票
を

す
る
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）
 

※
上
記
の
ほ
か当
市
か
ら
県
内

の
他
市
町
村
に
転
出
し
て
、
 

ま
だ
三
か
月
経
過
せ
ず
転
入

先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
投
票
当

日
投
票
で
き
な
い
事
情
の
あ

る
方
。
こ
の
場
合
は
現
住
所

地
の
居
住
証
明
書
が
必
要
で

す
。
 

▽
不
在
投
票
の
期
間
 

平
成
三
年
三
月
二
十
九
日
か

ら
平
成
三
年
四
月
六
日
ま
で

マ
不
在
者
投
票
の
で
き
る
時
間

期
間
中
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
 

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
場
所

①
産
経
会
館
五
階
B
会
議
室

②
出
張
、
出
稼
ぎ
、
出
産
予

定
な
ど
で
滞
在
す
る
市
町
村

等
の
選
挙
管
理
委
員
会
同
一

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す

る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
④

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

者
が
現
在
す
る
場
所
 

＠
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
で
 

「郵
便
投
栗
証
明
書
」
を
持

っ
て
い
る
方
は
自
宅
で
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
 こ
の
場
合
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
の
郵
便
に
よ

る
投
票
用
紙
等
の
交
付
、
選

挙
人
か
ら
の
郵
便
に
よ
る
不
 

在
者
投
票
の
送
付
な
ど
で
日
 

数
を
要
す
る
た
め
、
四
月
三
 

日
が
不
在
者
投
票
の
請
求
期
 

限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
  

0
選
挙
会
場
 

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お願
 

平
成
三
年
四
月
七
日
午
後
七
時
三
十
分
 

い
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

(
 

平成 3 年（1991年）3 月15日 
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あなたの投票所 （事前に確認しておきましよう） 
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2 1 

投
票
区
 

七
ン
タ
ー
松
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
中
川
 

沖
飯
詰
小
学
校
 

栄
 
小
学
 
校
 

五
所
川
原
 

第
．.．中
学
校
 

森
 

の
 
家
 

五
所
川
原
 

南
小
学
校
 

し
き
し
ま
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
 

セ
ン
タ

ー
  

市
民
文
化
会
館
 

投
 
票
 
所
 

水
野
尾
、
金
山
、
馬
性
 

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
、唐
笠
柳
 

沖
飯
詰
、
桜
田
 

長
橋
（
広
野
、
藤
島
）
川
山
、
種
井
 

姥
落
、
稲
実
、
湊
 

長
橋
字
広
野
（
一
部
）
 
 

、
八
1
I-I
 
梅
田
（

一
部
）
 
 

若
葉
．
丁
目
1
ニ
丁
目
全
域
（
但
し
第
  

2
投
票
区
を
除
く
J
新
宮
町
、
芭
蕉
、
 
 

新
宮
（
岡
川
、
松
元
）
蘇
鉄
、
川
川
、
 
 

七
ッ
館
、
広
川
、
み
ど
り
町
（
一
r
I
I
 

 

平
和
町
（
蓮
沼
、
不
魚
住
）
 
 

栄
町
、
八
重
菊
、
田
町
、
新
町
、元
町
、
 
 

十
三
番
 
下
平
井

町
、
幾
世
森
、
中
平
井
町
、
上
 

一
番
、
二
番
七
の
八
、
七
の
十
一
、
七

の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目
一
番

六
の
七
、
十
五
、
若
葉
三
丁
目
一
番
、
 
 

幾
島
町
、
錦
町
、
雄
田
（
さ
っ
き
町
、
 
 

東
雲
町
）
長
橋
字
橋
元
、
若
葉
一
丁
目

三
の
九
、
六
の
三
、
六
の
四
、六
の
六
，
 
 

平
井
町
、
敷
島
町
、
柏
原
町
、末
広
町
、
 
 

大
町
、
小
曲
 

東
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本
 

一
ッ
谷
、
下
り
枝
、
弥
生
町
、
柳
町
、
 
 

町
、
旭
町
、
川
端
町
、
鎌
谷
町
、鳥
森
、
 
 

区
 

域
  

22 21 20 19 I8 17 15 l4 I3 12 11 10 
投
票
区
 

テ
イ
七
ン
タ

ー
  

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ
 

高
野
文
化
 

五
所
川
原
市公
民
館

前
田
野
目
分
館
 

セ
ン
タ

ー
  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

ハ
ウ
ス
原
子
 

コ
ミ
ュ
一
【
テ
イ

毘
沙
門
、
長
富
 

セ
ン
タ

ー
  

松
野
木
小
学
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

七
ン
タ
ー
長
橋
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

七
ン
タ
ー
飯
詰
 

藻

川
小
学
校
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
三
好
 

・

“回
瀬
集
会

所
 

松
 
島
会
 
館
  

1野
坪
小
学
校
 

投
 
票
 
所
 

梅E
U、
I
I
I
 

 

前
田
野
目
 

高
野
、
持
子
沢
 

原
子
、
羽
野
木
沢
、
俵
元
 

毘
沙
門
、
長
富
 

松
野
木
、
戸
沢
 

野
里
、
神
山
、
福
山
，
豊
成
、
浅
井
 

飯
詰
、
ド
岩
崎
 

藻
川
 

鶴
ケ
岡
（
高
瀬
の
一
部
）
 
 

高
瀬
  

（石
岡
字
藤
巻
一

一
、
六
八
番
地
）
 
 

（吹
畑
字
藤
巻
一
三
〇
ー
一
五
0
番
地
）
 
 

（鳥
森
三
九
番
地
、
鳥
森
一
二
八
番
地
）
 
 

松
島
町

（
一
丁
目
、
八
丁
目
）
田
園
町
 

一
番
地
）
太
刀
打
 

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
落
）
漆
川
  

（
十川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
、
一
．二
 

区
 

域
 

【
 

平成3年(1991年)3月15日 広報ごしょがわら (第731号）⑥

◎
投
票
で
き
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
年
齢
要
件
昭
和
四
十
六
年

四
月
八
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
。

▽
住
所
要
件
平
成
二
年
十
二

月
二
十
八
日
以
前
に
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
。

▽
市
内
転
居
者
○
平
成
三
年

三
月
三
日
以
前
に
転
居
し
た

方
は
新
し
い
住
所
の
投
票
所

で
す
。
○
平
成
三
年
三
月
四

日
以
後
に
転
居
し
た
方
は
前

住
所
の
投
票
所
で
す
。

▽
県
内
転
出
者
当
市
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
県
内
の
他
市
町
村
に
住

所
を
移
し
た
場
合
、
三
か
月

の
住
所
要
件
を
み
た
さ
な
い

時
は
当
市
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は

現
住
所
地
の
居
住
証
明
害
が

必
要
で
す
。

◎
不
在
者
投
票

▽
該
当
す
る
方
投
票
日
当
日
、

や
む
を
え
な
い
事
情
（
出
張
、

団
体
旅
行
、
出
稼
ぎ
、
入
院
、

出
産
予
定
者
等
）
で
不
在
に

な
る
方
、
ま
た
は
す
で
に
出

て
い
る
方
。
（
不
在
者
投
票
を

す
る
方
は
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

※
上
記
の
ほ
か
当
市
か
ら
県
内

の
他
市
町
村
に
転
出
し
て
、

ま
だ
三
か
月
経
過
せ
ず
転
入

先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
投
票
当

日
投
票
で
き
な
い
事
情
の
あ

る
方
。
こ
の
場
合
は
現
住
所

地
の
居
住
証
明
書
が
必
要
で

す
。

。
不
在
投
票
の
期
間

平
成
三
年
三
月
二
十
九
日
か

ら
平
成
三
年
四
月
六
日
ま
で

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
時
間

期
間
中
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

▽
不
在
者
投
票
の
で
き
る
場
所

①
産
経
会
館
五
階
Ｂ
会
識
室

②
出
張
、
出
稼
ぎ
、
出
産
予

定
な
ど
で
滞
在
す
る
市
町
村

等
の
選
挙
管
理
委
員
会
③
県

選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す

る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
④

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

者
が
現
在
す
る
場
所

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

重
度
の
身
体
障
害
者
の
方
で

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
持

っ
て
い
る
方
は
自
宅
で
郵
便

に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
、
選
挙
管

理
委
員
会
か
ら
の
郵
便
に
よ

る
投
票
用
紙
等
の
交
付
、
選

挙
人
か
ら
の
郵
便
に
よ
る
不

r‐司

あなたの投票所（事前に確認しておきましょう） 在
者
投
票
の
送
付
な
ど
で
日

数
を
要
す
る
た
め
、
四
月
三

日
が
不
在
者
投
票
の
請
求
期

限
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

F~胃

◎
選
挙
会
場

平
成
三
年
四
月
七
日
午
後
七
時
三
十
分

五
所
川
原
市
民
体
育
館

9

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
松
鵬

吹
畑
、
米
田
、
石
岡
、
漆
川
、
唐
笠
柳
、

水
野
尾
、
金
山
、
馬
性

22

梅
沢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

梅
田
、
中
泉

21

五
所
川
塵
里
壁
城

前
田
野
目
分
館

前
田
野
目

8

沖
飯
始
小
学
校

沖
飯
誌
、
桜
田

20

商
野
文
化

セ
ン
タ
ー

高
野
、
侍
子
沢

7

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
中
川

長
械
（
広
野
、
藤
脇
）
川
山
、
種
井

19

．

、
ミ
ユ
ニ
ー
ア
イ
○

ハ
ウ
ス
原
子

原
子
、
羽
野
木
沢
、
俵
元

6

栄
小
学
校

姥
弛
、
稲
実
、
湊

5

丘
所
川
原

粥
三
中
学
校

セ
ツ
館
、
広
剛
、
み
ど
り
町
二
丁
目

～
八
丁
目
）
梅
田
二
部
）

18

毘
沙
門
、
長
嵩

ゴ
ミ
、
ユ
一
言
ア
イ

セ
ン
タ
ー

毘
沙
門
、
良
篇

17

松
野
木
小
学
校

松
野
木
、
戸
沢

4

森
の
家

著
葉
一
丁
目
～
三
丁
目
全
域
（
但
し
第

２
投
瑛
区
を
除
く
筆
新
富
町
、
芭
蕪
、

新
宮
（
岡
剛
、
松
元
）
蘇
鉄
、
田
川
、

艇
械
字
広
野
（
一
部
）

16

4？ョ

『
ユ
ニ
ー
ア
ー
イ

タ
Ｉ
長
橘

野
里
、
神
山
、
福
山
、
豊
成
、
浅
井

15

』●弓

「
ユ
ニ
ー
テ
イ

｜
夕
Ｉ
飯
結

飯
鰭
、
下
岩
崎

3

五
所

南川
小原
学
校

栄
町
、
八
璽
菊
、
田
町
、
新
町
、
元
町
、

平
和
町
（
蓮
沼
、
不
魚
住
）

14

藻
川
小
学
校

藻
川

2

し
き
し
ま

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

下
平
井
町
、
幾
世
森
、
中
平
井
町
、
上

平
井
町
、
敷
島
町
、
柏
原
町
、
末
広
町
翻

幾
勘
町
、
錦
町
、
雛
田
（
さ
つ
き
町
、

東
雲
町
）
長
撫
字
橋
元
、
若
葉
一
丁
目

一
番
、
二
稀
七
の
八
、
七
の
十
一
、
七

の
十
二
、
十
三
番
、
若
葉
二
丁
目
一
悉

三
の
九
、
六
の
三
、
六
の
四
、
六
の
六
、

六
の
七
、
十
五
、
若
葉
三
丁
目
一
番
、

十
三
稀

13

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
三
好

銀
ヶ
岡
（
高
瀬
の
一
部
）

12

商
瀬
集
会
所

砺
瀬

11

｡

松
賎
会
館

松
島
町
（
一
丁
目
～
八
丁
目
）
田
園
町

（
烏
森
三
九
番
地
、
烏
森
一
二
八
番
地
）

（
吹
畑
字
藤
巻
一
三
○
～
一
五
○
番
地
）

（
石
岡
字
藤
巻
一
一
～
六
八
番
地
）

1

市
民
文
化
会
館

東
町
、
布
屋
町
、
寺
町
、
岩
木
町
、
本

町
、
旭
町
、
川
端
町
、
鎌
谷
町
、
烏
森
、

一
シ
谷
、
下
り
枝
、
弥
生
町
、
柳
町
、

大
町
、
小
曲

10

一
野
坪
小
学
校

一
野
坪
（
石
畑
、
中
村
、
前
藩
）
漆
川

（
十
川
町
、
漆
川
字
鍋
懸
七
七
～
一
三

一
番
地
）
太
刀
打

抵

雷

投
票
所

区
域

垂
票
区

投
票
所

区
域



必 
水道料金の通知 

~・A 

、~ 
水道料金の支払い 

＠
お
支
払
い
は
大
変
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
月
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用

料
金
は
、
ロ
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
と
あ
な
た
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ

れ
ま
す
。
留
守
が
ち
な
方
、
共

働
き
の
方
、
商
売
を
さ
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
特
に
便
利
で
す
。
 

＠
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は

あ
な
た
が
取
引
を
し
て
い
る
 

金
融
機
関
へ
、
預
貯
金
の
ご
使

用
に
な
っ
て
い
る
印
鑑
と
通
帳
、
 

水
道
料
金
の
領
収
書

（ま
た
は

検
針
の
お
知
ら
せ
）
を
お
持
ち

に
な
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

0
取
扱
金
融
機
関
 

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、
 

信
用
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
 

郵
便
局
、
労
働
金
庫
 

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
水
道

事
業
所
ま
で
 

（か
1
1一
四ー
 
一
一
一
）
 

⑦平成 3 年（1991年）3 月15日 	 広報ごしょがわら 
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口座振替の流れ 

  

改定料金― 

従量料金（ 1mにつき） 基本料金〈 ケ月につき） 

 

ー
五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
ー
 

0
ご
理
解
と
ご
協
力
を
 

「広
報
ご
J
ょ
が
わ
ら
三
月

一
日
号」
 
でお
知
ら
せ
の
と
お

り
新
し
い
水
道
料
金
が
平
成
一
一

年
十
ニ
月
市
議
会
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
「
平
成
三
年
四
月

使
用
水
量
分
（
五月
分
の
料
金
）
 

か
ら
改
定
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
み
な
さ
ま
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
 

＠
水
道
メ
ー
タ

ー
の
除
雪
を

冬
期
間
の
水
道
使
用
料
は
、
 

積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
が
見
ら

れ
ず
推
定
に
よ
り
算
定
し
納
入

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
 

今
回
の
改
定
によ
り
五
月
分
（
五

月
検
針
分
）
か
ら
新
料
金
と
な

り
ま
す
の
で
、
精
算
の
た
め
四

月
分
は
必
ず
メ
ー
タ
ー
を
検
針

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四

月
一
日
か
ら
検
針
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
ま
わ
り
の
除
雪

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

メーター口径 現 行 料金 改定 料金 

1 3mm 618円 780円 

2 0mm I , 2 3 6 P1 1,575円 

2 5mm 2, 5 7 5 fJ 3,320円 

3 0mm 4,120円 5,370円 

4 0mm 6,849円 9,000円 

5 0mm 20,600円 27,400円 

7 5mm 41,200円 55,400円 

1 0 0mm 69,010円 93,750円 

1 5 0mm以上 管理者カ捌に定める額 2 0 0, 0 0 0 Fl 

月 且途及び種別 区 	 分 現行料金 改定料金 

一
 

般
 
用
 

メーターじI径 

1 3mm以下 

第 I段 I- 	I 0n 61円 80円 

第2段 I 1-20n 103円 135円 

第3段 2 1-30n 133円 】76円 

第4段 3ld以上 175円 233円 

メータ一口径 

2 0mm以上 

2 5mm以下 

第 1段 1 - I Onl 61円 81円 

第2段 1 1-20n1 118円 157円 

第3段 21-、一 30d 175円 235円 

第4段 3ld以上 216円 292円 

メーター口径 

3 0mm以上 

第 I段 1~ 3 0rr 257円 350円 

第 2段 31d以上 309円 425円 

耗 与 場 用 	・ 	公 設 プ ー ル 123円 160円 

工 	業 	用 
4, 5 0 Ordまで一般用の例による 

'l,5&lnf以上 	195W 2551'] 

※
 

L記の基本料金・従量料金には、消費税が含まれています。 

春の青少年健全育成運動（ 3月20日～4月10日） 
ー春休みは子供とふれあうチャンスですー 

@）お子さんがfiiI年fis組かご存じですか？ ＠お子さんの友達の名前を1可人言えますか？ 

＠お子さノiJと週に何巨に らい食事をしますか？ 

進学や就I織にともなう精神的な動揺から、非行や家出が多くなる春。I可でも話し合える」芳ぐ 

庭の雰囲気をつく り、子供の非行や家出を防ぎましょう。 	 （市青少年対策室） 

広報ごしょがわら⑦平成3年(1991年)3月15日 (第731号）

。
曇
解
と
ご
協
力
を

「
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
三
月

一
日
号
」
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
新
し
い
水
道
料
金
が
平
成
二

年
十
二
月
市
議
会
で
決
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
「
平
成
三
年
四
月

使
用
水
量
分
（
五
月
分
の
料
金
）

か
ら
改
定
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
み
な
さ
ま
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

◎
水
道
メ
ー
タ
ー
の
除
雪
を

冬
期
間
の
水
道
使
用
料
は
、

種
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
が
見
ら

れ
ず
推
定
に
よ
り
算
定
し
納
入

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
の
改
定
に
よ
り
五
月
分
（
五

月
検
針
分
）
か
ら
新
料
金
と
な

り
ま
す
の
で
、
綱
算
の
た
め
四

月
分
は
必
ず
メ
ー
タ
ー
を
検
針

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
四

月
一
日
か
ら
検
針
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
水

道
メ
ー
タ
ー
の
ま
わ
り
の
除
雪

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ｌ
ｉ
ｉ

１
１
！

’
五
月
分
の
料
金
か
ら
適
用
Ｉ

◎
お
支
払
い
は
大
変
便
利
な
口

座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

毎
月
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
水
道
料
金
下
水
道
使
用

料
金
は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

い
た
だ
き
ま
す
と
あ
な
た
の
預

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ

れ
ま
す
。
留
守
が
ち
な
方
、
共

働
き
の
方
、
商
売
を
さ
れ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
特
に
便
利
で
す
。

◎
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は

あ
な
た
が
取
引
を
し
て
い
る

使用者

《
４

一
一

金
融
機
関
へ
、
預
貯
金
の
ご
使

用
に
な
っ
て
い
る
印
鑑
と
通
帳
、

水
道
料
金
の
領
収
書
（
ま
た
は

検
針
の
お
知
ら
せ
）
を
お
持
ち

に
な
っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
取
扱
金
融
機
関

市
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
、
縫
業
協
同
組
合
、

郵
便
局
、
労
働
金
庫

※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
水
道

事
業
所
ま
で

会
三
四
’
九
一
二
）

可’口座振替の流れ

－改定料金一

従量料金（1㎡につき）基本料金（1ケ月につき）

区

勺

※上記の基本料金・従皿料金には、消慨税が含まれています。

’
＝一一一一一F一一ワーローーー－－げ

~1

春の青少年健全育成運動（3月20日～4月10日）
－春休みは子供とふれあうチャンスです－

◎お子さんが何年何組かご存じですか？◎お子さんの友達の名前を何人言えますか？
◎お子さんと週に何匝lくらい食事をしますか？

進学や就職にともなう精神的な動揺から、非行や家出が多くなる春。何でも話し合える家

庭の雰囲気をつくり、子供の非行や家出を防ぎましょう。（市青少年対策室）

メーターロ径

13mm

2Omm

25mm

3Omm

40皿

50mm

75mm

10Omm

15Omm以上

現行料金

618円

1.236円

2，575円

4.120円

6，849円

20，600円

41.200円

69,010円

管理者棚Iに定める縦

改定料金

780円

1.575円

3，320円

5，370円

9，000円

27，400円

55，400円

93，750円

200，000円

用途及び種別

一
般
用

浴場用．公設プール

工業用

メーター

I3mm以

口径

下

メーター口径

2Omm以上

25mm以下

メーター口径

3Omm以上

分

第1段

第2段

第3段

第4段

第1段

第2段

第3段

第4段

第1段

第2段

4，500㎡まで一般用の例による

4，50‘1㎡以上

l～IOm'

11～2Om'

21～30m"

31㎡以上

l～10m'

!!～20m'

21～30㎡

31㎡以上

1～30㎡

31㎡以上

現行料金

61円

103円

133円

175円

6I円

118円

175円

216円

257円

309円

123円

195円

改定料金

80円

135円

176円

233円

81円

157円

235円

292円

350円

425円

160円

255円
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難燃慕韻地区土地騒画整理審議象鷺 

難襲賞あ改選にう賛で＝葺麟“難難驚 

駅東部地区土」&区lIIリ整理審議会委員の任Il用蘭 

了に伴う改選を、次により実施します。 

レ選挙期日 4 月28日（日） 

レ選挙人名簿の縦覧及び時間 

(1）期間 3 月23日～ 4 月 5 日 

(2）時間 午前 8 時30分～午後 4 時45分 

(3）場所 市役所建設部都市計画課 

レ立候補の届出期間 4 月 7 日～ 4 月15日 

レ間い合わせ先 市役所建設部都市計画課（胃 

⑩ 2111番内糸泉235番） 

纏熱 競難勲鎌蟻鷺 
にに：工「ミ戸プびで盛尊三艦難認り鶏赫高器犀1り「電：講・i「】ミり”・：「難」」」ミミり謙露 

45歳以上のlII川」保険被保険者で、労働大臣指

定の教育訓練を受講し、修了した方に対し、受

講に要した入学金、受講料の一部を奨励金とし

て助成する制度です。 労働大臣の指定する教育

訓練の講座は、中小企業診断士、税理士、宅地

建物取引主任者、技i桁」二等通信制、通学制（夜

間）合わせて約700のコースがあります。ただし

青森県の場合は通信制のみです。 

助成する額は 

(45歳以上50歳未満の方〉 

（入学料・＋受講料） ×青 5 万円を限度 

(50歳以上の方〉 

（入学撃I＋受講料）×‘ 10万円を限度 

受結羊しいことは、麗用l足進事業団青森雇用促進

センター（廿0177(1,1234番）へどうぞ。 

＠高学年例会 

劇団仲間 「あるカシの木の物語」 

一本のカシの木をめぐる愉快で悲しく、こ 

っけいでコワ～イお話しです。 

）日時 4 月 5 日（斜午後 6 時30分開演 

レ場所 市民文化会館 

0あなたも年 4 回、感動をI増る生の舞台を鑑賞 

しませんか。 また、その他にキャンプ、子ど 

もまつりなど亡l主的な活動も行っています。 

〇いつでも誰でも入会できます（会員制） 

入会金一 1人 100円、会費ー月 800円 

大人も子どもも同額です。 ただし入会は 4 歳 

からとし、  3歳以下は無料です。 

※お問い合わせは、五所川原おやこ劇場事務局 

（市内本町東奥日報社ビル 4 階春⑩2170番）へ。 

奪熱無言劉亜纂編関癒癒鱗 W/W 

鱗蕪竿署目談響ど覚価ワう饗装舞 
毎年 4 月は 「土土也月間」 です。 

この行事の一環として専門家による地価評価

等に関する無料相談会が開催されますので、地

価に「I月して知りたいこと、悩iみごとのある方は、 

お改t軽に足を運んでみてはいかがですか。 

③無料相談会 

レ実施日時・場所 4 月 9 日（J() 
青森市役j折第 3 庁舎1階大会議室（午前10時 

～正午、午後1時～ 3時） 

弘前市立観光館 2 階（午後 1時～ 4 時） 

実施主体 （社）日本不動産鑑定協会青森部会

③地価公示・地価調査による地価の公表

国・県では、各土也域でト標準自勺な使われ方をし

ている土地を選んで、その適正な土埋l価格を公

表して、土地を売買するF祭などの目安としてい

ただいています。 

~~~

~ 
地価公示 地価調査 

調査機関 国 土 庁 青 森 県 

対象市町村 8 市 9町村 全市町村 

価格の公表 
（価格時点） 

3 月26日（予定】 
(1月1日） 

9 月 20 日 
(7 月1日） 

詳しい内容については、市役月『（企画室）で

自由にご覧になれますので、おたずねください。 

麟購聞制度鱒I線 4霧， 
平成 3 年 4 月から、  1週間の法定労働時間が

短縮されることなどを内容とする労働時間制度

の改正が行われますが、その主な内容は次のと

おりです。 

(1）法定労働日寺間は、週441砕間（一定の規模・業

種に属する事業については、 2 年間の猶予措

置があり、平成 5 年 3 月31日までの間は、週 

461時間） となります。 

(2）規模 5 人末満の商業・サービス業の法定労働

時間については、．週48時間、 1日 8 時間（現

行 週54時間、 1日 9 時間） となります。 

(3）規模 300 人」こ1下の事業場における年次有給休

暇の最低付与日数が 6 日から 8 日に弓は上げ

られます。 

※詳しくは、五所川原労働基準監督署 (”⑩2309 

番） におたずねください。 

ぶソsン叫叉無ビス 
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駅東部地区土地区画整理審議会委員の任期満

了に伴う改選を、次により実施します。

P蚤塞挙期日4月28日（日）

し選挙人名簿の縦覧及び時間

(1)期間3月23日～4月5日

(2)時間午前8B#30分～午後4時45分

(3)場所市役所建設部都市計画課

し立候補の届出期間4月7日～4月15日

し問い合わせ先市役所建設部都市計･画課（垂

⑮2111番内線235番）

－嬢熱繍識織灘

P

もまっりなど自主的な活動も行っています。

○いつでも誰でも入会できます（会員制）

入会金一1人100円、会澱一月800円

大人も子どもも同額です。ただし入会は4歳

からとし、3歳以下は無料です。

※お問い合わせは、五所川原おやこ劇場事務局

（市内本町東奥日報社ビル41潜垂、2170番)へ。

撫腫認璽義蟻闇鍾漁繍
蕪斜粕談響密蝋揃ﾂ醤裳
毎年4月は「土地月間」です。

この行事の一環として専門家による地価評価

等に関する無料相談会が開催されますので、地

価に関して知りたいこと、悩みごとのある方は、

お気軽に足を運んでみてはいかがですか。

、無料相談会

P実施日時・場所4月9日(州

青森市役所第3庁舎1階大会雛室（午前10時

～正午、午後1時～3時）

弘前市立観光館2階（午後1時～4時）

実施主体（社）日本不動産鑑定協会青森部会

⑤地価公示・地価調査による地価の公表

国・県では、各地域で標準的な使われ方をし

ている土地を選んで、その適正な土地佃i格を公

表して、土地を売買する|際などの目安としてい

ただいています。

調査機関

対象市町村

価格の公表

(価格時点）

地価公示

国土庁

8市9町村

3月26日(予定）

(1月1日）

地価調査

青森県

全市町村

9月20日

(7月1日）

詳しい内容については、市役所（企画室）で

幽由にご覧になれますので、おたずねください。

制動時間制度の改正し翻蝿霧
｡｡■●■●q･●■･■■･P■●･･G･･e◆●●●Ce●◆e甲｡■●p･⑧■p■巴■①■■申■■･●｡●巳●●e●◆①●●e◆■･◆C･･■■●■■●●■●むら凸●B●■Q●◆●｡■｡■■由白■■Pp台､
寺守宇亨ママ.守寺や.＝ﾏｰﾏｰｰ中=ﾏﾏｰｰﾏｰ｡●■●●●●。■申申守守寺－－－=-ﾏｰﾏｰｰｰｰ.=-.－．■令●e●･●◆●マー車=ママママロー中ﾏﾏｰﾏｰｰｰ=一画■~ゆむ。●ロ●qザ｡●●●●や寺争

平成3年4月から、1週間の法定労働時間が

短縮されることなどを内容とする労働1時間制度

の改正が行われますが、その主な内容は次のと

おりです。

(1)法定労働時間は、週44時間（一定の規模・業

種に鵬する事業については、2年間の猶予措

議があり、平成5年3月31日までの間は、週

46時間）となります。

(2)規模5人未満の商業・サービス業の法定労働

1時間については、週481時間、1日8時間（現

行週54時間、1日9時間）となります。

(3)規模300人以下の事業場における年次有給休

暇の最低付与日数が6日から8日に引き上げ

られます。

※詳しくは､五所川原労働基準監督署(壷⑮2309

番）におたずねください。
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ミ必威く二雲きジ安全保険に一：一 
	 加入じましよう＝ 

平成 3 年度のスポース安全保険加入受付が始

まりました。 子供会や運動クラプなど 5 人以上

の団体であれば加入できます。 

加入して万一のけがや賠償責任に備えましょ

う。 掛金は 1人年額子供や文化活動 360 円、―

般1,100円（高年者は 500 円）、補償は事故の死

亡・後遺障害1,400万円（高年者は 400 万円）、 

入院1日につき 4,000 円（高年者は 1,800 円）、 

通院1日につき 1,300円（高年者は 800 円）、賠

償責任は子供、文化活動、一般、高年者共対人

がI億円、対物が 500 万円。 心臓マヒなど突然

死見舞金カ50万円。 

※詳しいことは、財）青森県体育協会内財〕スポー 

ツ安全協会青森県支部（廿01 77 6984番）ノ、 

お問い合わせください。 

蓉襲43回履参婆間 
に＝＝青森＝県、婦人会議＝ 

レ日時 4 月18日（村 12: 45-iS : 45 

レ場所 青森市文化会館大会議室 

）内容 

0記念講演 「しなやかに個性のびやかに女と男」 

講師 毎日新聞論説委員 増田れい子氏 

〇シンポジウム 

「」生にとらわれず’いきいきと暮らせる時代を 

築こう」 

レ入場料 無料 

レ参加者 県民一般（男女年齢を 'UIいません） 

※詳しいことは、青森婦人少年室（か0177園）1033 

番）へどうぞ。 

誠肖ミ費生活講座を開催議 
ン日時 3 月20日（水）午後 1時～ 3 時 

N場所 市中央公民館 2 階視聴党室 

N内容 「賢い消費者から自立する消費者へ」 

講師 鶴賀茂世先生（県消費生活セン 

ター主幹・消費生活アドバイザー） 

※詳しいことは、市商工観光課（廿（⑩2111番内

線260番り へどうぞ。 

ミ津軽鉄道癒三ら皿轟願縫熱 

津軽鉄道（閑（三和満社長）では、創立60周年

を記念して 「津軽鉄道60年史」 の発行を計画し

ており、戦前、戦中の津軽鉛う首（津鉄バスを含

む） に関する写真を捜しています。 

写真をお持ちの方は、津軽鉄道（掬（廿電，21 48 

番）へご連絡ください。 

青森県歴史の道整備促進協議会では、「新緑の

毛越寺と平泉めぐり」 を行います。 皆さん多数

のご参加をお待ちしております。 

ン日時 4 月 7 日（日） 

午前 6 時30分～午後 7時30分 

レコース 五所川原中三デパート前発6: 30--

鶴田～板柳～藤崎～厳美渓～達谷窟～毛越寺 

～レストハウス（昼食）～讃衡蔵～金色堂～ 

中尊寺本堂～月見坂～藤崎～板柳～鶴田～五

所川原中三デパート前19: 30 

N出発時間 五p初'原中三前午前 6 時30分 

ン会費 7,830円（昼食、現地ガイ ド料、見学料

含む） 

レ申込み 青森市松森字佃175 青森県歴史の道

整備促進協議会事務局（か01774Z1064番） 

D申込みメ切 4 月 5 日（劃 

ン申込み受付時間 午前 8時30分から午後 4 時

まで’（日曜日、祝日を除く） 

豆国際ゴ録乏暴師塁駐金取扱纏開始ミ  
	 郵便局ま＝りー 

わが国では開発途上国に対し、ODA （政府

開発援助）などで、積極的な資金援助を行って

いますが、海外援助には、民間の援助団体によ

る活動があり、毛布や薬、鉛筆などを、開発途

上国へ送っています。 

こうした民間の海外援助活動を支えるために、 

資金援助を目的とした「国際ボラン．ティア貯金」 

が今年 1月からスタートしました。 

郵便局の通常貯金の利子の一部（20%）を民

間海外援助団体への寄付・金とさせていただき、 

開発途上国の人々の福祉向上に役立てようとい

うものです。 

手続きは、簡単です。 通常貯金の通帳をお持

ちの方は、通帳と印鑑を郵便局に持っていくか、 

員宇金の外務員にお申．し出ください。 通常貯金の

通帳をお持ちでない方は、通常貯金の申し込み

と同時に手続きができます。 

詳しくは、お近くの郵便局か貯金の外務員に

おたずねください。 

市の機関は 
一部を除いて 
第 2 ・第4土曜日は、 

休みです。 

ン日時 

ン場所 

レ内容 

" 
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…i擁琶蒙
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平成3年度のスポース安全保険加入受付･が始

まりました。子供会や運動クラブなど5人以上

の団体であれば加入できます。

加入して万一のけがや賠悩責任に備えましょ

う。掛金は1人年額子供や文化活動360円、一

般1,100円（高年者は500円)、補俊は事故の死

亡・後遺障害1,400万円（高年者は400万円)、

入院1日につき4,000円（高年者は1,800円)、

通I境1日につき1,300円（高年者は800円)、賠

倣爽任は子供、文化活動、一般、高年者共対人

が1億円、対物が500万円。心臓マヒなど突然

死見舞金が50万円。

※詳しいことは、‘伽青森県体育協会内卿スポー

ツ安全協会青森県支部（全0177⑫6984番）へ

お問い合わせください。

青森県歴史の道整備促進協議会では、「新緑の

毛越寺と平泉めぐり」を行います。皆さん多数

のご参加をお待ちしております。

し日時4月7日（日）

午前6時30分～午後7i時3(i分

しコース五所ﾉli原中三デパート前発6：30～

鶴田～板柳～藤崎～厳美渓～達谷窟～毛越寺

～レストハウス（昼食）～讃術職～金色堂～

中尊寺本堂～月見坂～藤崎～板柳～鶴田～五

所川原中三デパート前19：30

レ出発時間五所ﾉII原中三前午前6時3(i分

修会蜜7,830円（昼食、現地ガイド料、見学料・

含む）

し申込み青森市松森字佃175青森県歴史の道

整備促進協議会事務局（全0177,1064番）

し申込み〆切4月5日(釣

し申込み受付時間午前8時30分から午後41時

まで（日曜日、祝日をI徐く）

《
４

蕊蕊響誇琴琴
し日時4月18日付912：45～15：45

レ場所青森市文化会館大会議室

P内容

○記念講演「しなやかに個'1生のびやかに女と男」

識師毎日新聞論説委員増田れい子氏

○シンポジウム

「性にとらわれずいきいきと募らせる時代を

築こう」

し入場料無料

し参加者県民一般（男女年齢を問いません）

※詳しいことは、青森婦人少年室(壷0177⑮1033

番）へどうぞ。

際撞急錠刻認国 院金取扱.til開始雲
一
》
》
一

一垂|『使亨局斡ま､.，り画.＝…‐

わが国では開発途上国に対し、ODA(政府

開発援助）などで、種極的な資金援助を行って

いますが、海外援助には、民間の援助団体によ

る活動があり、毛布や薬、鉛筆などを、開発途

上国へ送っています。

こうした民間の海外援助活動を支えるために、

資金援助を目的とした｢国際ボランティア貯金」

が今年1月からスタートしました。

郵便局の通常貯金の利子の一部（20％）を民

間海外援助団体への寄付金とさせていただき、

開発途上国の人々の福祉向上に役立てようとい

うものです。

手続きは、簡単です。通常貯金の通1帳をお待

ちの方は、通1帳と印溌を郵便局に持っていくか、

貯金の外務員にお申､し出ください。通常貯金の

通I限をお持ちでない方は、通常貯金の申し込み

と同時に手続きができます。

詳しくは、お近くの郵便局か貯金の外務員に

おたずねください。

舜鰭殿電講座塗開催識
一一一ムムーームー▲＝盃ムワ■ママ画』画■■■＝■■－画■P

一
Ｊ

し日時3月20日(水)午後11時～3B#

P場所市中央公民館2階視聴覚室

し内容「賢い消幾者から自立する消費者へ」

講師鶴賀茂世先生（県消黄生活セン

ター主幹･消費生活アドバイザー）

※詳しいことは、市商工観光課（念⑮2111番内

線260番）へどうぞ。

蕊 幽鐙雌蕊
ー一喝

ロローロ■ローーー－F－PF…ー一

~P唾嘩や,酷ｮ画

津軽鉄道㈱（三和満社長）では、創立60周年

を記念して「津軽鉄道60年史」の発行を計画し

ており、戦前、戦中の津軽鉄道（津鉄バスを含

む）に関する写其を捜しています。

写真をお持ちの方は、津軽鉄道㈱（壷⑳2148
番）へご連絡ください。

市の機関は

一部を除いて

第2・第4土曜日は、
休みです。
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舞課税台帳の縦覧をグ二喜 

固定資産税の 

確認をしましよう 
市では、平成 3 年度の評価替えにより固定資

産課税台帳を次の日程で縦覧に供します。 

関係者は、各自の固定資産iりll税台帳を縦覧し、 

登録された事項を確認してください。 

これは、固定資産の斜i価額など平成 3 年度の

固定資産税と都市計画税の税額の算定の基礎と

なるものです。 

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土」也を

取得された方は必ず嚇t覧しましょう。 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

~  4月30日まーでの間にトIil定資産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。 

レ縦覧期間 4 月 1日～ 4 月20日（ただし、日

曜日及び 4 月13日第 2 土曜日は除きます）平

日は午前 8時30分から午後 4時45分まで。 土

曜日は午前 8 時30分から午後 0 時15分まで’。 

※詳しいことは、市税務課（＝⑩2111番内線201 

番）へどうぞ‘， 

ミミ平成3年度県農業青年大学E三 
ミミ 

レ受講資格 高等学校を卒業した方又は高等学 

校を卒業した方と同等の学力を有すると認め 

られる方。 

D募集人員 50名 

レ研修期問 2 か年 

ン申込締切］ 3 月30日（D 

レ申し込み先 市農林課農務係（カ選）2 111番362 

~ 番）及び五Iりi川原地区農業改良普及所（か⑩ 

2111番内線250番）ハ、どうぞ。 
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ョ呆健史之ター相談日護 
4 月 5. 12. 19. 26日で’す。（毎週金曜 ID。 

ン時間 午前10時～午後 3 時 

ン内容 」lil圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

に応‘じますので’、赤ちゃんからお年寄りまて4 

お気軽にご利用ください。 

好評て勲おこ1-- 

からだにやさしい「血奨成分献血丁 

この献血は、いったんおあずかりした血液か

ら血業だけを分離し、赤血球などはそのままか

らだの中にお返しする静組il方法です。 この献血

を体験した方からは 「普通のi献血にく らべ体へ

の負担が軽く気楽にでトきる」「お茶を飲みながら

でもできる献血なので’リラックスできる」 など、 

好言平を得ています。是非、あなたも体験してみ

ませんか。 

期 日 時 	間 場 	所 

4 月11日 
(*) 

午前10時から 
午後 4時まで 

市保健センター 

なお、この献油1は30分ほどかかりますので、 

予黙J制になっています。 献血していただける方

は、市衛生課（廿選）21 11番内線272番）にご’予約

ください。 また詳しく内容をお知りになりたい

方も是非どうぞグ 

皆さんのご協力をお願いいたします。 

蓋ミ乳幼提二（D緯・康診査舞 

レ場所 市保健センター 

レ受付時間 12: 45-13 : 00まてニ 

レ持参するもの 母子健康手l限、バスタオル。 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。 

※注意 ① 6 か月児健康相談につごうで来れな

かった場合は、神経芽細胞腫（小り1とがん）の

検査七ッ トを長H馴建康手帳を持参のうえ衛生

課窓口にもらいにきてください。(6 か月、 7 

か月児に限るJ ②病気療養中（特に伝染性の

病気）のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 H2年12月生 4 月 9 日因 健康診査 

6  カ 月児 H2年 9 月生 4 月16日因 健康相談 

1 	歳 児 H2年 3 月生 4 月22日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 H元年10月生 4 月23日因 健康診査 

3  歳 児 S 62年12月生 4 月18日困 健康診査 

(第731号）⑩広報ごしょがわら平成3年(1991年)3月15日

藻課税台帳の縦覧垂差曇 目談量目爵
固定資産税の

確認をしましょう
市では、平成3年度の評価替えにより固定査

産課税台II辰を次の日程で縦覧に供します。

関係者は、各自の固定盗産課税台1帳を縦覧し、

登録された事項を確認してください。

これは、固定賓産の評価額など平成3年度の

固定資産税と都市計画税の税額の算定の基礎と

なるものです。

特に、昨年中に家屋を新増築したり、土地を

取得された方は必ず縦覧しましょう。

なお、登録された窮項に不服がある場合は、

4月30日までの間に固定賓産評価審査委員会に

審査の申し立てをすることができます。

修縦覧期間4月1日～4月20日（ただし、日

曜日及び4月13日第2土曜日は除きます）平

日は午前8時30分から午後41時45分まで。土

曜日は午前8時30分から午後Oil.',:15分まで。

※詳しいことは、市税務課（壷⑮2111番内線201

番）へどうぞ。

里q－と

4月5，12，19，26日です。（毎週金ii擢日)。

似時間午前10時～午後3時

し内容血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

蔑妖謡勇鰯塞：仏
一
一Ｐ

愚がぢだi騨審唇詳揃薬蕨流航序
この献血は、いったんおあずかりした血液か

ら血嬢だけを分離し、赤血球などはそのままか

らだの中にお返しする献血方法です。この献血

を体験した方からは「普通の献｣血にくらべ体へ

の負担が軽く気楽にできる」「お茶を飲みながら

でもできる献血なのでリラックスできる」など、

好糾2を得ています。是非、あなたも体験してみ

ませんか。

一

霊薬悪成S霊屋県農業責巽去裳蔓 なお、この献血は30分ほどかかりますので、

予約制になっています。献血lしていただける方

は、市衛生課（志⑮2111番内線272番)にご予約
ください。また詳しく内容をお知りになりたい

方も是非どうぞ〃

皆さんのご協力をお願いいたします。

勺､

し受講資格高等学校を卒業した方又は高等学

校を卒業した方とI司等の学力を有すると認め

られる方。

P募集人員50名

P研修期間2か年

P申込締切3月30HttJ

P申し込み先市挫林課艇務係(壷⑮2111番362
番）及び五所川原地区農業改良普及所（き⑳
2111番内線250番）へどうぞ。

一▼一一ーーー

一▼ー守

い場所市保健センター

P受付時間12：45～13：00まで

P持参するもの母子健康手1帳、バスタオル。

3歳児はアンケートと尿を小ピンに入れて持

参ください。

※注意①6か月児健康相談につごうで来れな

かった場合は、神経芽細胞)唾（小児がん）の

検査セットを母子健康手帳を持参のうえ衛生

課窓口にもらいにきてください。（6か月、7

か月児にl混るj②病気療養中（特に伝染性の

病気）のお子さんはご遠慮ください。
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期 日

4月11日

(木）

時間

午前10時から
午後4時まで

場所

市保健センター

月齢

3ヵ月児

6ヵ月児

1歳児

1歳6ヵ月児

3歳児

対象児

H2年12月生

H2年9月生

H2年3月生

H元年10月生

S62年12月生

期日

4月9日(火）

4月16日(火）

4月22日(月）

4月23日(火）

4月18日耐

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査


